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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

（観点に係る状況） 

校長の役割については，学校教育法第120条第３項の規定に基づき，独立行政法人国立高等専

門学校機構の組織に関する規則第５条第２項で「校長は，校務をつかさどり，所属教職員を監督

する。」と定められている(資料11－１－①－１)。 

 

資料 11－１－①－１ 

独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則（抜粋） 

（学校） 

第５条 各学校に，校長，教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 校長は，校務をつかさどり，所属教職員を監督する。 

３ 第１項に掲げるほか，仙台高等専門学校，富山高等専門学校，香川高等専門学校及び熊本高等専門学校 

に，副校長２人を置く。 

４ 第１項及び前項に掲げるほか，各学校に，必要に応じ，副校長その他の校長を補佐する職又は校務を分 

担する主事等を置くことができる。 

５ 前２項の職は，教員をもって，これに充てる。 

６ 第１項，第３項及び第４項に掲げる主事等の任期は２年とし，欠員が生じた場合の主事等の任期は，前 

任者の残任期間とする。 

７ 前各項及び次条に規定するほか，学校の内部組織，職制及び事務の分掌については別に定める。 

（出典 国立高等専門学校機構規則集） 

 

副校長（教務主事），校長補佐（学生主事及び寮務主事）の役割については，学則（資料11－

１－①－２）及び教員組織規則（資料11－１－①－３）で定めている。また，更に校長補佐（専

攻科長），校長補佐（国際交流・ＦＤ担当）及び校長補佐（学際教育担当）を加え，校長を補佐

する体制を構築している。 

資料 11－１－①－２ 

沼津工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

第９条 本校に副校長(教務主事)・校長補佐(学生主事及び寮務主事)を置く。 

２ 副校長(教務主事)は、校長の命を受け、教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

３ 校長補佐(学生主事)は、校長の命を受け、学生の厚生補導に関すること(寮務主事の所掌に属するもの 

を除く。)を掌理する。 

４ 校長補佐(寮務主事)は、校長の命を受け、学生寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

 

（出典 本校規則集） 
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資料 11－１－①－３ 

沼津工業高等専門学校教員組織規則（抜粋） 

（副校長） 
第４条 機構組織規則第５条第３項及び学則第９条第１項の規定に基づき、本校に副校長を置く。 
２ 副校長は、本校の教授の中から校長が任命する。 
３ 副校長は、校長を補佐し、本校の校務を掌理する。 
４ 副校長は、校長が不在のときはその職務を代行する。 
５ 副校長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、副校長に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前 

任者の残任の期間とする。 
 

（校長補佐） 
第５条 機構組織規則第５条第３項及び学則第９条第１項の規定に基づき、本校に校長補佐を置く。 
２ 校長補佐は、本校の教授又は准教授の中から校長が任命する。 
３ 校長補佐は、校長の職責遂行を助ける。 
４ 校長補佐の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、校長補佐に欠員が生じた場合の後任者の任期 

は、前任者の残任の期間とする。 
 
第５条の２ 前条に定めるもののほか，本校に臨時の校長補佐を置くことができる。 
 

（主事） 
第６条 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１７５条、機構組織規則第５条第１項及び 

学則第９条第１項の規定に基づき、本校に教務主事、学生主事及び寮務主事（以下「主事」という。）を 
置く。 

２ 独立行政法人国立高等専門学校機構の主事等の任免に関する規則（独立行政法人国立高等専門学校機構 
規則第６１号）の規定に基づき、教務主事については本校の教授の中から、学生主事及び寮務主事につい 
ては本校の教授又は准教授の中から、それぞれ校長の推薦を受けて独立行政法人国立高等専門学校機構理 
事長が任命する。 

３ 主事は、それぞれ学則第９条第２項から第４項までに掲げる職務を掌理する。 
４ 主事の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、当該主事に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前 

任者の残任の期間とする。 
 

（出典 本校規則集） 

 

本校の運営に関する組織として運営会議（資料11－１－①－４），総務委員会（資料11－１－

①－５），教員会議（資料11－１－①－６）及び各種委員会等がある。運営会議は校長，副校長，

校長補佐，事務部長, 各課長を構成員とし，総務委員会に諮る事項の事前審議及び管理運営上の

重要な事案について協議する場として毎月定期的に開催している。総務委員会は，校長，副校長，

校長補佐，各学科長，各施設長等及び事務部長を構成員として組織され，校長が議長を務め，教

育・研究・管理運営等の総括責任者として提案議題について審議し，学校の方針を決める最高意

思決定機関として，毎月１回開催している。教員会議は，校長及び全教員が構成員となり，意思

の統一及び情報の共有を図っている。また，各種委員会等については，各委員会規則（資料11－

１－①－７）に基づき，専門的分野での見知から効果的な運営が行われている。 

 

資料 11－１－①－４ 

沼津工業高等専門学校運営会議規則 
（設置） 

第１条 沼津工業高等専門学校に、沼津工業高等専門学校運営会議（以下「運営会議」という。）を置く。 
（任務） 
第２条 運営会議は、全校的視野に立った機動的な学校運営を推進するために必要な連絡調整を図ることを 

任務とする。 
 （組織） 
第３条 運営会議は、次に掲げる者をもって組織する。 
 (1) 校長 
 (2) 副校長（教務主事）、校長補佐（学生主事）及び校長補佐（寮務主事） 
 (3) 事務部長 
 (4) 総務課長及び学生課長 
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 (5) その他校長が必要と認める者 
 （議長） 
第４条 運営会議に議長を置き、校長をもって充てる。 
 （会議の開催） 
第５条 運営会議は、原則として毎月２回開催する。ただし、議長が必要と認めるときは、臨時に開催する 

ことがある。 
 （意見の聴取） 
第６条 議長が必要と認めるときは、第３条に規定する者以外の者の出席を求め、その意見を聴くことがで 

きる。 
 （事務） 
第７条 運営会議の事務は、総務課において処理する。 
 （雑則） 
第８条 この規則に定めるもののほか、運営会議の運営に関し必要な事項は、運営会議が別に定める。 

附 則 
 この規則は、平成１６年５月１２日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成１８年４月 １日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成２１年４月１７日から施行し、平成２０年８月１日から適用する。 

附 則 
この規則は、平成２２年４月１４日から施行し、同年４月１日から適用する。 
 

（出典 本校規則集） 

 
資料 11－１－①－５ 

沼津工業高等専門学校総務委員会規則 
（目的） 

第１条 沼津工業高等専門学校の管理運営の円滑を図るため,総務委員会(以下「委員会」という。)を置く。 

（組織） 
第２条 委員会は、校長が主宰し、次の委員をもって組織する。 

(1) 副校長（教務主事）、校長補佐（学生主事）及び校長補佐（寮務主事） 
(2) 学科長、教養科長及び専攻科長 
(3) 本校教員で校長が任命した者 
(4) 事務部長 
（審議事項） 

第３条 委員会は、校長の諮問に応じ、次の事項を審議する。 
(1) 教育の方針に関すること。 
(2) 学校の管理運営に関すること。 
(3) その他必要と認められること。 
（会議） 

第４条 委員会は毎月１回校長がこれを招集する。ただし、必要あるときは、臨時にこれを招集することが 
できる。 

２ 校長に事故あるときは、副校長（教務主事）がその職務を代行する。 
（委員以外の者の委員会への出席） 

第５条 校長が必要と認めたときは、その都度委員以外の者に委員会への出席を求め、その意見をきくこと 
ができる。 
（幹事） 

第６条 委員会に幹事をおき、会務を整理する。 
２ 幹事は、総務課長及び学生課長をもって充てる。 

（委員会の事務） 
第７条 委員会の事務は、総務課において処理する。 

（雑則） 
第８条 この規則の改廃の必要あるときは、委員会の審議を経て校長が定めるものとする。 

附 則 
この規則は、昭和 49 年２月 25 日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成 10 年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成 11 年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成 16 年４月 14 日から施行し、同年４月１日から適用する。 

附 則 
この規則は、平成 17 年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成 18 年４月１日から施行する。 
   附 則 
この規則は平成 21 年 4 月 17 日から施行し、平成 20 年 8 月 1 日から適用する。 
 

（出典 本校公式ウェブサイト） 



沼津工業高等専門学校 基準11 

592 

資料 11－１－①－６ 
 

沼津工業高等専門学校教員会議規則 
 

（目的) 
第１条 沼津工業高等専門学校(以下「本校」という。)の教務・厚生補導及びその他に関する校長の諮問事

項を審議するため教員会議(以下「会議」という。)を置く。 
（組織） 

第２条 会議は、校長が主宰し、本校専任の教授・准教授・講師・助教・助手をもって組織する。 
(教員以外の者の会議への出席) 
第３条 校長が必要と認めるときは、その都度前条以外の者を会議に出席させ、その報告及び意見を求める 

ことができる。 
（会議） 

第４条 会議は校長がこれを招集し、毎月１回開催することを原則とする。ただし、必要あるときは臨時に 
これを招集することができる。 

２ 会議の司会及び進行は、校長の指名する教員がこれにあたる。 
（常置委員会への審議事項の付託） 

第５条 会議の審議事項について必要と認められたものは、常置の委員会にその審議を付託することができ 
る。 

２ 常置委員会の委員長は、付託された審議事項の審議結果を会議に報告するものとする。 
（会議の事務） 

第６条 会議の事務は、総務課において処理する。 
（雑則） 

第７条 この規則の改廃の必要あるときは、会議の審議を経て校長が定めるものとする。 
附 則 

この規則は、昭和 50 年２月 12 日から施行する。 
  附 則 
この規則は、平成 16 年４月 14 日から施行し、同年４月１日から適用する。 

附 則 
この規則は、平成 18 年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成 19 年４月１日から施行する。 
 

（出典 本校規則集） 

 
資料 11－１－①－７ 

沼津工業高等専門学校規則集一覧（抜粋） 
 

沼津工業高等専門学校規則集 
 

第１章 諸規則 

  第２節 組織・運営 

○沼津工業高等専門学校教員組織規則  
○沼津工業高等専門学校事務組織規程  
○沼津工業高等専門学校事務分掌細則  
○沼津工業高等専門学校技術室規程  
○沼津工業高等専門学校運営会議規則  
○沼津工業高等専門学校総務委員会規則  
○沼津工業高等専門学校教員会議規則  
○沼津工業高等専門学校教務委員会規則  
○沼津工業高等専門学校学生委員会規則  
○沼津工業高等専門学校寮務委員会規則  
○沼津工業高等専門学校寮務運営委員会規則  
○沼津工業高等専門学校就職委員会規程  
○沼津工業高等専門学校国際交流委員会規則  
○沼津工業高等専門学校自己点検・評価委員会規則  
○沼津工業高等専門学校専攻科担当教員規程  
○沼津工業高等専門学校専攻科担当教員会議規則  
○沼津工業高等専門学校専攻科担当教員間連絡ネットワーク組織規程  
○沼津工業高等専門学校学科長、教養科長及び専攻科長に関する内規  
○沼津工業高等専門学校教務副主事、学生副主事及び寮務副主事に関する内規  
○沼津工業高等専門学校学級担任に関する内規 
 

（出典 本校公式ウェブサイト） 

（分析結果とその根拠理由）  

http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0019_kyouinsosiki.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0020_jimusosiki.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0030_jimubunsyou.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0032_gijutusitu.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0031_unei-iinkai.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0040_soumu-iinnkai.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0050_kyoukankaigi.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0060_kyoumu-iinkai.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0070_gakusei-iinkai.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0080_ryoumu-iinkai.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0090_ryoumu-unei-iinkai.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0100_syuusyoku-iinkai.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0110_kokusaikouryuu-iinkai.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0120_jikotenken-iinkai.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0129_senkouka-kyoukan.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0130_senkouka-kyoukankaigi.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0131_kyouin-network.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0140_syunin-naiki.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0141_fukusyuji-naiki.htm
http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0150_tannin-naiki.htm


沼津工業高等専門学校 基準11 

593 

校長，副校長，校長補佐，委員会等の役割は学則等で明確に定められている。重要な管理運営

事項については，校長が主宰し，定期的に開催している運営会議や総務委員会において, 校長の

運営方針等が具体的施策に反映できるよう意見の聴取及び情報の共有が図られ，校長のリーダー

シップの下で，学校の目的を達成するために効果的な意思決定を行える態勢となっている。 

 

観点11－１－②： 管理運営の諸規程が整備され，各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，

効果的に活動しているか。また，危機管理に係る体制が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

学校の管理運営に関する組織は, 学則（資料11－１－②－１）及び教員組織規則（資料11－１

－②－２），事務組織規程（資料11－１－②－３）において定められている。管理運営に関する

重要事項については，総務委員会で審議されるが（資料11－１－②－４），その決定方針等につ

いて, 教員会議や各種委員会等へ反映すべく，校内意見の調整を行い，校長が効率的に意思決定

を行えるよう運営されている（資料11－１－②－５）。  

総務委員会は，関係主事（副校長及び校長補佐）, 各学科・各施設等の代表委員及び事務部長

で構成され，教員会議は，校長及び専任の教員で構成されているため，関係者の意見を十分くみ

取り，各事項についての効率的な意思決定とその周知徹底が図られ，効果的な運営ができる態勢

となっている。 

資料 11－１－②－１ 

沼津工業高等専門学校学則（抜粋） 
 
第８条 本校に、校長・教授・准教授・講師・助教・助手・事務職員及び技術職員を置く。 
２ 職員の職務は、学校教育法その他法令の定めるところによる。 
 
第９条 本校に副校長(教務主事)・校長補佐(学生主事及び寮務主事)を置く。 
２ 副校長(教務主事)は、校長の命を受け、教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 
３ 校長補佐(学生主事)は、校長の命を受け、学生の厚生補導に関すること(寮務主事の所掌に属するもの 
を除く。)を掌理する。 

４ 校長補佐(寮務主事)は、校長の命を受け、学生寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 
 
第１０条 本校に事務を処理するため、事務部を置く。 
 
第１１条 前条に規定するもののほか、本校の組織に関する事項は、別に定めるところによる。 
 

（出典 本校規則集） 

 

資料 11－１－②－２ 

沼津工業高等専門学校教員組織規則（抜粋） 
 
（趣旨） 
第１条 この規則は、独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則（独立行政法人国立高等専門 

学校機構規則第１号。以下「機構組織規則」という。）第５条第６項及び沼津工業高等専門学校学則（昭 
和３７年４月１日制定。以下「学則」という。）第１１条の規定に基づき、沼津工業高等専門学校（以下 
「本校」という。）における教員の組織に関する事項を定め、もつて教員の責任体制を確立し、校務の円 
滑な運営を図ることを目的とする。 

 
（定義） 
第２条 この規則において「教員」とは、学則第８条第１項に規定する教職員のうち、教授、准教授、講師 

及び助教で、本校に常時勤務する者をいう。 
２ この規則において「専門学科」とは、学則第７条第１項に定める学科をいう。 
（教員組織） 
第３条 本校に専門学科のほか教養科を置き、原則として、教員は専門学科及び教養科（以下「学科等」と 

いう。）のうちいずれかの組織に属するものとする。 

http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0020_jimusosiki.htm
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（副校長） 
第４条 機構組織規則第５条第３項及び学則第９条第１項の規定に基づき、本校に副校長を置く。 
２ 副校長は、本校の教授の中から校長が任命する。 
３ 副校長は、校長を補佐し、本校の校務を掌理する。 
４ 副校長は、校長が不在のときはその職務を代行する。 
５ 副校長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、副校長に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前 

任者の残任の期間とする。 
 
（校長補佐） 
第５条 機構組織規則第５条第３項及び学則第９条第１項の規定に基づき、本校に校長補佐を置く。 
２ 校長補佐は、本校の教授又は准教授の中から校長が任命する。 
３ 校長補佐は、校長の職責遂行を助ける。 
４ 校長補佐の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、校長補佐に欠員が生じた場合の後任者の任期 

は、前任者の残任の期間とする。 
 
第５条の２ 前条に定めるもののほか，本校に臨時の校長補佐を置くことができる。 
 
（主事） 
第６条 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１７５条、機構組織規則第５条第１項及び 

学則第９条第１項の規定に基づき、本校に教務主事、学生主事及び寮務主事（以下「主事」という。）を 
置く。 

２ 独立行政法人国立高等専門学校機構の主事等の任免に関する規則（独立行政法人国立高等専門学校機構 
規則第６１号）の規定に基づき、教務主事については本校の教授の中から、学生主事及び寮務主事につい 
ては本校の教授又は准教授の中から、それぞれ校長の推薦を受けて独立行政法人国立高等専門学校機構理 
事長が任命する。 

３ 主事は、それぞれ学則第９条第２項から第４項までに掲げる職務を掌理する。 
４ 主事の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、当該主事に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前 
 任者の残任の期間とする。 

     （以下省略）                          （出典 本校規則集） 

 
資料 11－１－②－３ 

沼津工業高等専門学校事務組織規程（抜粋） 
 

第１章 総則 
（趣旨） 

第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則（独立行政法人国立高等専門学校機構規則 
第１号）及び沼津工業高等専門学校学則に基づく沼津工業高等専門学校（以下「本校」という。）の事務 
組織及び所掌事務は、この規程の定めるところによる。 
（事務部、課） 

第２条 本校に事務部を置き、総務課及び学生課を置く。 
（事務部長） 

第３条 事務部に事務部長を置く。 
２ 事務部長は、校長の命を受け、事務部の事務を総括する。 
 （課長） 
第４条 総務課及び学生課にそれぞれ課長を置く。 
２ 課長は、上司の命を受け、課の事務を処理する。 
（課長補佐） 

第５条  総務課に総務課課長補佐（総務担当）及び総務課課長補佐（会計担当）を、 学生課に学生課課長 
 補佐を置く。 
２ 総務課課長補佐（総務担当）は上司の命を受け、総務に関する高度の専門的知識を必要とする事務を処 
 理するとともに専門的見地から課長を補佐する。 
３  総務課課長補佐（会計担当）は上司の命を受け、会計に関する高度の専門的知識を必要とする事務を処

理するとともに専門的見地から課長を補佐する。 
４ 学生課課長補佐は上司の命を受け、学務に関する高度の専門的知識を必要とする事務を処理するととも

に専門的見地から課長を補佐する。 
５ 総務課課長補佐（総務担当）、総務課課長補佐（会計担当）及び学生課課長補佐の分掌事務は、別に定

める。 
  （専門員） 
第６条 総務課に、専門員（法規担当）を置く。 
２ 専門員は上司の命を受け、法規に関する高度の専門的知識を必要とする事務を処理するとともに専門的見地から課
長を補佐する。 

３ 専門員（法規担当）の分掌事務は、別に定める。 
  （係） 
第７条 課に係を置き、係の名称及び分掌事務は別に定める。 
  （係長） 
第８条 係に係長を置き、事務職員をもってあてる。 
第９条 係長は、上司の命を受け、係の事務を処理する。 
 
        （以下省略）                        （出典 本校規則集） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/nct_hp_new/college/kisokusyuu/0030_jimubunsyou.htm
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資料 11－１－②－４ 
総務委員会議事要録（例）(抜粋) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（以下省略） 
 
 

                    （出典 総務委員会議事要録） 
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＜構成員＞

アドミッション委員会
専攻科入試実行委員会

安全衛生委員会
就職委員会
尚友会館運営委員会
レクリエーション委員会
組換えＤＮＡ安全委員会
動物実験委員会
防災対策委員会
施設整備計画委員会
環境保全委員会

　　　　　　　　　　　他

資料11－１－②－５

教務小委員会

学生小委員会

寮務運営委員会寮務委員会

学生委員会

専攻科企画運営委員会

沼津工業高等専門学校運営組織図

自己点検・評価委員会

運　営　会　議

運 営 諮 問 会 議

　そ  の  他  委　員　会　等　

副校長（教務主事）

校長補佐（学生主事）

各学科長

教務委員会

　　　校　　　　　長　　　

技術室運営委員会

校長補佐（寮務主事）

校長補佐（専攻科長）

校長補佐（特定業務担当）

専攻科担当教員会議

国際交流委員会

図書運営委員会

総合情報ｾﾝﾀｰ委員会

地域共同テクノセンター長

図書館運営委員会

総合情報センター運営委員会

地域連携・研究支援委員会

（出典　総務課作成資料）

広報委員会

各学科会議総務委員会

教　　　員　　　会　　　議

図書館長

総合情報センター長

学生生活支援室長

事務部長

技術室長
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事務組織は，事務部長の下に, 総務課・学生課の２課を配置し，各所掌業務を行う体制となっ

ている（資料11－１－②－６）。また，部課長, 課長補佐, 専門員で構成する事務連絡会(資料

11－１－②－７）を月１回開催し(資料11－１－②－８），管理運営事項の連絡調整と意思疎通

を効率的に行える態勢となっている。各委員会規則には担当課が明記され（資料11－１－②－９

規則例添付），事務職員も委員として参画する等，必要に応じて直接校務を分担し，機能的に活

動している。 

 

資料 11－１－②－６ 

沼津工業高等専門学校事務分掌細則（抜粋） 

 

第１章 総則 

 

（趣旨） 

第１条 沼津工業高等専門学校事務組織規程第５条から第７条までの規定に基づく分掌事務並びに第８条の 

 規定に基づく係の名称及び分掌事務は、この細則の定めるところによる。 

      第２章 課の係等 

 

  （総務課） 

第２条 総務課に総務課課長補佐（総務担当）、総務課課長補佐（会計担当）、専門員（法規担当）、 

総務係、人事係、財務係、用度係及び施設係を置く。 

 

  （課長補佐） 

第３条 総務課課長補佐（総務担当）においては、次の事務を分掌する。 

 (1) 総務事務の業務統括補佐並びに連絡調整に関すること。 

  (2) 将来計画に関すること。 

  (3) 自己点検評価及び外部評価に関すること。 

  (4) 研究助成に関すること。 

  (5) その他総務に関する事務のうち、重要な企画及び調査に関すること。 

 

第４条 総務課課長補佐（会計担当）においては、次の事務を分掌する。 

  (1) 財務係、用度係及び施設係の業務統括補佐及び連絡調整に関すること。 

  (2) 会計検査及び会計監査の総括に関すること。 

  (3) 防災及び防火対策に関すること。 

  (4) 国立高等専門学校機構損害保険プログラムの総括に関すること。 

  (5) その他会計に係る事務のうち、重要な企画及び調査に関すること｡   

 

 （専門員） 

第５条 専門員（法規担当）においては、次の事務を分掌する。 

 (1) 学則その他諸規程の制定及び改廃に関すること。 

 (2) 独立行政法人国立高等専門学校機構の規則等の整備に関すること。 

  （総務係) 

 

第６条 総務係においては、次の事務を分掌する。 

  (1) 学校の事務の総括及び連絡調整に関すること。 

  (2) 儀式及び会議に関すること。 

  (3) 渉外に関すること。 

 (4) 個人情報保護及び情報公開に関すること。 

  (5) 学術団体等との連絡に関すること。 

  (6) 公印の管守に関すること。 

  (7) 郵便物の接受、配布、発送、整理、編集及び保存に関すること。 

  (8) 郵便切手類の受け払いに関すること。 

      （以下省略）  

                     （出典 本校規則集） 
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資料 11－１－②－７ 

 

沼津工業高等専門学校事務連絡会設置要項 

 

（設置） 

第１ 沼津工業高等専門学校（以下「本校」という。）の事務を円滑に運用・実施するために、事務連絡会 

 を置くものとする。 

 

（目的） 

第２ 事務連絡会は、本校の業務を円滑に行うため、事務的な実施方法等を検討・協議することを目的と 

 する。 

 

（組織） 

第３ 事務連絡会は、以下に掲げる者をもって組織する。 

 1) 事務部長 

 2) 総務課長及び学生課長 

 3) 各課長補佐及び専門員 

 4) その他、事務部長が特に必要と認めた者 

 

（議長） 

第４ 事務連絡会の議長は、事務部長とする。 

２ 議長に事故あるときは、総務課長又は学生課長がその職務を代行する。 

 

（事務連絡会の開催） 

第５ 議長は定期的（月１回程度）に事務連絡会を開催する。ただし、議長が特に必要と認めた場合、臨 

 時の事務連絡会を開催することができる。 

 

（ワーキンググループの設置） 

第６ 議長が特に必要と認めた事項について、検討させるためのワーキンググループ（以下「ＷＧ」とい 

 う。）を設置し、検討させることができる。 

２ ＷＧは、議長から与えられた事項について検討し、事務連絡会に報告しなければならない。 

３ 議長が特に必要と認めた場合、事務連絡会の構成員以外の者をＷＧの構成員とすることができる。た 

 だし、ＷＧの長は、事務連絡会の構成員の中から議長が任命するものとする。 

４ ＷＧ長は、ＷＧに構成員以外の者の出席を求め、意見を聞くことができる。 

 

第７ 事務連絡会の事務は、総務課総務係が行うものとする。 

 

第８ その他、この要項に規定しない事項については、事務連絡会の審議を経て、議長が決定するものと 

 する。 

 

  附 則 

 この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

  附 則 

 この規則は、平成２３年５月９日から施行する。 

 

 

(出典 本校規則集) 
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   資料11－１－②－８ 

 

（出典 事務連絡会議資料） 
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                                    資料 11－１－②－９ 

 

 
沼津工業高等専門学校教務委員会規則（担当課等明示例） 
 
 
第１条 沼津工業高等専門学校の教務に関する重要な事項を審議するため、教務委員会（以下「委員会」と

いう。）をおく。 
（組織） 

第２条 委員会は、次の委員をもって組織する。 
(1)副校長（教務主事） 
(2)教務副主事 
(3)教務主事補 
(4)学科長、教養科長及び専攻科長 
(5)図書館長 
(6)本校教員で校長が任命した者 
（審議事項） 

第３条 委員会は、校長の諮問に応じ、次の事項を審議する。 
(1)教育課程及び授業時間割の編成に関すること。 
(2)学校行事に関すること。 
(3)学生の教科履修に関すること 
(4)入学、退学、編入及び転科等に関すること。 
(5)指導要録等教務記録に関すること。 
(6)その他教務に関し必要と認められること。 
（委員の任期） 

第４条 委員は、校長が任命し、その任期は１年とする。ただし、再任は妨げない。 
２ 補欠により選任された委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長） 
第５条 委員会の委員長は、副校長（教務主事）とする。 
２ 委員長に事故あるときは、教務副主事がその職務を代行する。 

（委員会の開催） 
第６条委員長は、必要と認めたとき委員会を開催し、その議長となる。 

（小委員会） 
第７条 委員長が必要と認めたときは、適時に小委員会をおき、委員長から委嘱された者は、指定された事

項について調査及び研究し、委員会に報告するものとする。 
（委員以外の者の委員会への出席） 

第８条 委員長が必要と認めたときは、その都度委員以外の者に委員会への出席が求め、その意見をきくこ
とができる。 
（校長への報告） 

第９条 委員長は、委員会で審議された事項を、校長に報告するものとする。 
（幹事） 

第１０条 委員会に幹事をおき、会務を整理する。 
２ 幹事は、学生課長をもってあてる。 

（委員会の事務） 
第１１条 委員会の事務は、学生課教務係において処理する。 

（雑則） 
第１２条 この規則の実施について、この規則の規定によりがたいときは、委員会の審議を経て、委員長が

定めるものとする。 
 
附 則 
この規則は、昭和 49 年４月１日から施行する。 
附 則 
この規則は、平成 10 年４月１日から施行する。 
附 則 
この規則は、平成 11 年４月１日から施行する。 
附 則 
この規則は、平成 16 年４月 14 日から施行し、同年４月１日から適用する。 
附 則 
この規則は、平成 17 年４月１日から施行する。 
附 則 
この規則は、平成 20 年４月１日から施行する。 
 
 
 
 

（出典 本校規則集） 
 

 



沼津工業高等専門学校 基準11 

601 

危機管理体制については，あらゆる危機管理事態に対応するため，リスク管理室を設置し、そ

の下に対策本部及び対策本部連絡会議を設置する等、組織的な対応をするための危機管理規則

（資料11－１－②－10）が明確に定められ，初動体制・連絡体制等を明記した危機管理対応マニ

ュアル（資料11－１－②－11）も作成するなど，危機管理に係る体制整備を図っている。 

                                       

 
資料 11－１－②－10 

 
沼津工業高等専門学校危機管理規則 
 

（目的） 
第１条 この規則は、沼津工業高等専門学校（以下「本校」という。）において、円滑な管理運営に支障

をきたすことが想定される様々な事象に対し、迅速かつ的確に対処するため、本校における危機管理体
制及び対処方法を定めることにより、本校の学生、教職員及び近隣住民等（以下「学生等」という。）
の安全確保を図るとともに、本校の社会的な責任を果たすことを目的とする。 

 
（危機管理の事象） 

第２条 この規則において、危機管理の対象とする事象（以下「危機管理事象」という。）は、次の各号
のいずれかに該当するものとする。 

 1) 教育研究活動及び業務運営に関する重大な事態 
 2) 学生等の安全に関する事態 
 3) 施設管理上の重大な事態 
 4) 社会的影響のある重大な事態 
 5) その他、前各号に相当するような事態であって、全校的に対処することが必要と考えられる事態 
 

（危機管理のための校長等の責務） 
第３条 校長は、本校における危機管理を統括する責任者であり、危機管理を推進するとともに、必要な

措置を講じなければならない。 
２ 副校長は、校長を補佐し、危機管理の推進に努めなければならない。 
３ 学科長、専攻科長、図書館長及び各センター長は、当該学科、専攻科、図書館及び各センター（以下

「学科等」という。）における危機管理責任者であり、全校的な危機管理体制と連携し、当該学科等の
危機管理を推進するとともに、必要な措置を講じなければならない。 

４ 教職員は、その職務の遂行に当たり、危機管理に努めなければならない。 
 

（リスク管理室の設置） 
第４条 本校に、危機管理を総合的かつ計画的に推進するため、リスク管理室を置く。 
２ リスク管理室は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 
 1) 校長 
 2) 副校長 
 3) 事務部長 
 4) 総務課長及び学生課長 
 5) その他、校長が必要と認めた者 
 

（リスク管理室の業務） 
第５条 リスク管理室は、次の各号に掲げる業務を行う。 
 1) 危機管理事象への対処に関すること。 
 2) 危機管理事象に関する情報の収集分析及び周知に関すること。 
 3) 危機管理ガイドライン及び危機管理マニュアルの策定並びに周知に関すること。 
 4) 危機管理に関する教育、研修及び訓練等の実施に関すること。 
 5)  危機管理対策の評価及び見直しに関すること。 
 6)  緊急時の組織体制及び情報伝達方法の整備並びに周知に関すること。 
 7)  危機管理に関し、機構本部リスク管理対策本部と相互連携を図ること。 
 

（対策本部の設置） 
第６条 校長は、危機管理事象に対し、緊急に全校的な対応が必要と判断した場合は、リスク管理室の下

に、沼津工業高等専門学校危機管理対策本部（以下「対策本部」という。）を設置するものとする。 
２ 対策本部は、緊急の危機管理事象に対し、組織的かつ迅速に対応するため、第７条で規定する沼津工

業高等専門学校危機管理対策本部連絡会議（以下「対策本部連絡会議」という。）の招集の可否及び具
体的な対処方法について協議・決定する。 

３ 対策本部に本部長及び副本部長を置き、本部長は校長をもって充て、副本部長は副校長をもって充て
る。 

４ 対策本部の構成員は、次の各号に掲げる運営会議構成員とする。 
 1) 本部長（校長） 
 2) 副本部長（副校長） 
 3)  校長補佐（学生主事）、校長補佐（寮務主事）及び校長補佐（専攻科長） 
 4) 事務部長 
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 5) 総務課長及び学生課長 
 6) その他、校長が必要と認めた者 
５ 本部長に事故あるときは、副本部長がその職務を代行する。 
 

（対策本部連絡会議の招集） 
第７条 対策本部は、危機管理事象に対し、対策本部の決定した事項の迅速な周知及び実施を行うために

必要と認めた場合は、対策本部連絡会議を招集する。 
２ 対策本部連絡会議は、原則として次の各号に掲げる総務委員会構成員とする。 
 1) 校長 
 2) 副校長 
 3)  校長補佐（学生主事）、校長補佐（寮務主事）及び校長補佐（専攻科長） 
 4) 学科長及び教養科長 
 5) 各施設長 
 6)  事務部長 
 7) その他、校長が必要と認めた者 
 

（権限） 
第８条 学生及び教職員は、対策本部の指示に従わなければならない。 
２ 対策本部は、当該危機管理事象の処理に当たり、本校の諸規定等により必要と定める手続きを省略す

ることができる。また、当該危機管理事象の処理に当たり、対策本部の行う決定は、他のいかなる委員
会等の決定よりも優先する。 

 
（機構本部リスク管理本部等との連携） 

第９条 対策本部は、危機管理を総合的かつ有機的に実施するため、機構本部リスク管理本部と相互連携
を図るものとする。必要に応じて関係行政機関及び保護者等と連携して対応するものとする。 

 
（秘密保持の義務） 

第 10 条 本校のリスク管理又は危機対策に関する業務に従事する教職員は、その業務に関して知ることが
できた秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。 

 
（事務） 

第 11 条 危機管理に関する事務は、総務課において処理する。 
 

（雑則） 
第 12 条 この規則に定めるもののほか、危機管理に関する必要な事項は、別に定める。 

 
附 則 

 この規則は、平成２１年６月１０日から施行する。 
 

附 則 
この規則は、平成２３年５月１１日から施行する。 
 

                           （出典 本校規則集） 
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資料11－１－②－11 

危機管理対応マニュアル 
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（出典 本校公式ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の管理運営に関する各種委員会等は，その趣旨，目的，組織等が規則に明記され，適切な

役割分担と責任体制が確立し，効果的に活動している。事務組織は，事務部長の下，事務分掌に

従い，組織間の意思疎通と連携を保ち，効率的な管理運営を行っている。更に，委員会等の構成

員として加わるなどして学校運営に参画し，適切に役割を分担し効果的に活動している。 

危機管理体制については，危機管理に係る事態に，迅速かつ的確に対応するために，危機管理

規則を定めるとともに，危機管理対応マニュアルを作成し，統一的かつ迅速な対応ができる体制

を整えている。 

 

 

観点11－２－①： 自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて高等専門学校の活動の総

合的な状況に対して行われ，かつ，その結果が公表されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では，学校教育法第109条第1項に規定された総合的な自己点検・評価を毎年実施している。

特に，独立行政法人化後は，高専機構本部の中期計画及び年度計画を踏まえ，本校独自の計画を

立案し目標を定め，その目標の下，健全な学校運営が図られている（資料11－２－①－１）。 

本校独自の年度計画については，教育・研究・社会連携・管理運営等の区分により，全部で62

項目にも及ぶ観点により，より具体的にそれぞれの目標が定められており，これらの目標に対す

る達成状況を把握することで学校全体の総合的な自己点検・評価を行っている。具体的には，総

務委員会（自己点検評価委員会）において，各部局毎の進捗状況について審議され，評価点（Ａ

ＢＣＤ評価）を付して自己点検・評価を行っている（資料11－２－①－２）。また，これらの結

果については，本校公式ウェブサイトや「運営諮問会議報告書」にも掲載しており，広く一般に

公表している（資料11－２－①－３）。 
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資料11－２－①－１ 

沼津工業高等専門学校 平成23--年度 年度計画 
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資料11－２－①－１の続き 
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資料11－２－①－１の続き 
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資料11－２－①－１の続き 
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資料11－２－①－１の続き 
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資料11－２－①－１の続き 
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資料11－２－①－１の続き 
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資料11－２－①－１の続き 
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資料11－２－①－１の続き 
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資料11－２－①－１の続き 
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資料11－２－①－１の続き 
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資料11－２－①－１の続き 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料11－２－①－２ 

沼津工業高等専門学校 平成22年度 年度計画自己点検評価表 
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資料11－２－①－２の続き 
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資料11－２－①－２の続き 
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資料11－２－①－２の続き 

 



沼津工業高等専門学校 基準11 

624 

資料11－２－①－２の続き 
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資料11－２－①－２の続き 
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資料11－２－①－２の続き 

 
（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料11－２－①－２の続き 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料11－２－①－３    

自己点検・評価報告 公式ウェブサイト掲示項  

      

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の総合的な状況に関する自己点検評価は毎年実施されており，その結果も公表されている。本

校の自己点検評価については，教育・研究・学生支援・社会連携・管理運営等学校全般に渡っての具

体的な目標を定めた年度計画の項目に沿って，その達成状況に基づき行われており，総合的な観点か

らの適切な自己点検評価システムを構築している。また，その自己点検評価結果は，公式ウェブサイ

トにも掲載し，また，自己点検評価の検証を行った外部評価会議（運営諮問会議）でも議論され，そ

の内容を取り纏めた「運営諮問会議報告書」にも掲載し，広く一般に公表している。 

 

 

観点11－２－②： 自己点検・評価の結果について，外部有識者等による検証が実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では，外部有識者による「運営諮問会議」を開催し，毎年，外部評価を行っており，その審議

事項の一つに「自己点検評価の検証」を入れている（資料11－２－②－１）。具体的には，各委員に，

自己点検・評価表を送付し，その内容について確認した上で，「評価シート」に指摘事項等の意見を

記載し提出する（資料11－２－②－２）。また，これらの意見に対しては，意見を聴取するだけでな

く，それらの意見に対する学校側の回答として「評価シート意見対応表」を作成している（資料11－

２－②－３）。これらの資料を元に，運営諮問会議で自己点検・評価に関する審議・検証を行う形で

進めている。この内容については，「運営諮問会議報告書」において掲載し，公表している。 

 

 

                                      資料 11－２－②－１ 

   運営諮問会議報告書（目次） 

目   次 
 

Ⅰ．はじめに ………………………………………………………………………………………………  １ 

Ⅱ．沼津工業高等専門学校運営諮問会議規則  ………………………………………………………  ２ 

Ⅲ．沼津工業高等専門学校運営諮問会議委員名簿  …………………………………………………  ３ 

Ⅳ．概要説明  

  １．沼津工業高等専門学校概要（Power Point 資料）  …………………………………………  ５ 

２．将来構想 WG 中間報告 ―沼津高専教育課程におけるコース制導入について― ………… 17 

Ⅴ．審議事項 

１．平成 21 年度年度計画 自己点検評価の検証 

１）沼津工業高等専門学校 平成 21 年度 年度計画  ………………………………………  21 

２）平成 21 年度 年度計画 自己点検評価表 ………………………………………………  29 

３）平成 21 年度 年度計画 評価シート（運営諮問会議委員）……………………………  37 
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４）平成 21 年度 年度計画 評価シート意見対応表 ………………………………………  47 

 ２．平成 22 年度年度計画について  

１）沼津工業高等専門学校 平成 22 年度 年度計画   ………………………………………  61 

２）平成 22 年度 年度計画意見表（運営諮問会議委員）……………………………………  73 

３）「平成 22 年度 年度計画意見表」に対する対応表 ……………………………………  83 

 

Ⅵ．平成２２年度沼津工業高等専門学校運営諮問会議議事録  ………………………………………  95 

  （平成 22 年 7 月 30 日（金）本校３Ｆ大会議室）   

                                                             （出典 運営諮問会議報告書）      
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資料11－２－②－２ 

平成21年度 年度計画 評価シート（運営諮問会議委員意見） 
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資料11－２－②－２の続き 
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資料11－２－②－２の続き 
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資料11－２－②－２の続き 
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資料11－２－②－２の続き 
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資料11－２－②－２の続き 
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資料11－２－②－２の続き 

（出典 運営諮問会議報告書） 
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資料11－２－②－３ 

平成21年度 年度計画 評価シート意見対応表 
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資料11－２－②－３の続き 
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資料11－２－②－３の続き 
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資料11－２－②－３の続き 
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資料11－２－②－３の続き 
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資料11－２－②－３の続き 
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資料11－２－②－３の続き 
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資料11－２－②－３の続き 
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資料11－２－②－３の続き 
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資料11－２－②－３の続き 
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資料11－２－②－３の続き 

 

（出典 運営諮問会議報告書） 



沼津工業高等専門学校 基準11 

649 

（分析結果とその根拠理由）  

自己点検・評価の結果については，毎年，運営諮問会議において検証が行われている。 

検証方法も自己点検・評価結果に対する外部委員の意見を聴取するだけでなく，これらの意見

に対する学校側の対応表も作成し，それらを踏まえ，双方が意見交換をすることで，より実のあ

る検証が行われる体制を整えている。 

 

観点11－２－③： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

 

（観点に係る状況）  

自己点検評価の評価結果については，ウェブサイトに掲載し公表するとともに，その内容につ

いて総務委員会で報告することによりフィードバックされている。具体的には，総務委員会での

報告を受け，各事項を所掌する部局毎に，自己点検評価結果を持ち帰り，同結果を踏まえ，次年

度の年度計画策定に反映すべく，新たな改善点や新たな目標設定等に役立てている。これらのシ

ステムを循環させることにより，より効率的かつ効果的な学校運営に係る改善を図る仕組みが構

築されている（資料11－２－③－１）。 

実際に管理運営上の改善に結び付いた取組事例としては，学校全体の計算機システムの一元化

に絡んで，業務情報の一元化も図る必要があるとの提案があり，平成22年度から「業務情報ポー

タルサイト」（資料11－２－③－２）を新たに導入し，今まで別々に運用していた，総務，会計，

学生にかかる業務情報サイトの一元化を図り，学校全体の業務情報を効率よく取り扱うシステム

の構築を実現する等，有効に運営されている。 

資料11－２－③－１ 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料11－２－③－２ 

沼津高専 業務情報ポータルサイト 画面 
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（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由）  

     自己点検評価結果については，ウェブサイトに公表するとともに，総務委員会において報告さ

れ，同結果を踏まえ，各部局で次年度年度計画策定に際して反映していくシステムを整備し，実

際に目的達成のための改善に役立ており，有効に運営されている。 

 

 

観点11－３－①： 外部有識者等の意見や第三者評価の結果が適切な形で管理運営に反映されてい

るか。 

 

（観点に係る状況）  

前回（平成17年度）受審した機関別認証評価自己評価書の中で,「改善を要する点」として挙

げた事項に,「外部有識者の意見を学校運営の改善に結び付けるシステムが整備されていない」

と自己評価したが, これについては, 抜本的な改善を図っている。 

本校では，教育・研究・学生支援・社会連携・管理運営等学校全般に渡っての具体的な目標を

定めた年度計画及びその自己点検評価について，外部有識者から意見・提言を求め，今後の学校

運営の改善に活かすことを目的として「運営諮問会議」を毎年開催している（資料11-３-①-

１）。本校の外部評価システムについては，年に１回開催の「運営諮問会議」だけではなく，年

度計画策定時及び自己点検評価表作成時において，「年度計画意見表」（資料11-３-①-２）及

び「評価シート」（資料11-２-②-２）による意見聴取を行う等，一年を通して効果的に外部評

価を受けている。各委員からの意見・提言については，資料（資料11-３-①-３）に示したとお

り，実際に年度計画に反映されており，本校の学校運営の改善に活かされている。 

   外部評価の位置付けは、前述の業務改善運営ループ資料（資料11-２-③-１）に示したとおり

であり, これらのシステムを循環させることにより, より効率的かつ効果的な学校運営に係る改

善を図る仕組みが構築されている。 
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 資料 11－３－①－１ 

沼津工業高等専門学校運営諮問会議規則 
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（出典 運営諮問会議報告書） 
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資料 11－３－①－２ 

 

運営諮問会議委員年度計画意見表 

 

 運営諮問会議委員平成 22 年度 年度計画意見表例 

 

＜H22 年度年度計画意見表＞ 
【 氏名： 柳沢 正 】 
 
 全体的にはよく練られた計画であり、それが十分に実行されることを期待しています。 
以下の点について確認させていただきます。 
 
１．平成 22 年度年度計画項目 
○優れた教員の確保                                                  
②他機関との教員人事交流の実績はどれくらいか。もし少ない場合の障害は何か（非常勤講師の確保が出来ない
からか・・・・。） 

④女性教員に関連し、現場教員の要望を反映できるような体制整備とは具体的に何か。 
⑤教員の FD に関し、授業参観の機会を設けることが望ましい。 
⑥教員顕彰制度への応募状況及び実績は如何か。 
 
○研究に関する事項                                                
①科学研究費の応募や採択の状況は如何か。説明会の開催だけでなく、申請内容や書類についてアドバイザー体
制(実績ある教員 OB の活用)をとってみてはどうか。 

・教員の研究時間は確保されているか。 
 
○社会との連携や国際交流に関する事項                                       
③近隣市町村の教育委員会との連携を深めることと、中学校理科教員への支援をすることのどちらに重点がある
のか。 

  もし後者の場合には、その目的をはっきりとさせて取組む必要があるではないか。（教育委員会からの要請
／小学校教員含む理科教員のスキルアップ／先生を通じた生徒の理科系マインドの啓発／高専入学生の確保対
策） 

⑥海外の教育機関との学術交流協定の実績はどれくらいあるか。学術交流協定に基づいて、双方の学生の交流機
会を広げていくのが現実的であろう。学生の海外インターンシップについては、自前の可能性を探るよりも、
まず機構の募集に応募することを優先させる方が良いのではないか。 

⑧留学生の受入れに関する目標（人数や達成時期や等）と受入れ体制の充実（寄宿舎の設置見通しや事務の整
備）は整合性をもって計画されているか。 

 
○その他意見                                                   
・教育研究交流協定締結（東京工業大、静岡大）の後の進捗状況は如何でしょうか。 
・コース制導入について：3～5 年次のコース制に関し、所属学科の基幹科目とコース制専門科目の両方の受講
が学生にとって負担超過とならないか。 

 
＜ 平成２２年度年度計画意見表 ＞ 
【 氏 名 ： 若 原 昭 浩  】 
 
１．平成２２年度年度計画項目 
○入学者の確保                                                  

  中学への広報の中身について、父兄や中学教員に対して、高専を出ると高校で学ぶのと違う能力を体得でき
ることを明確に説明する必要がないか？ 

  単に、広報活動をふやしても、効果は少ない。高い向上意欲を持った学生を取れるような方策が必要では？ 
  大学全入時代の現在では、高校では身につけることのできない能力（複眼視的に物事を捕らえ、教科の枠を

越えた発想で企画・立案・開発できる能力を身につけることが、受験生個人はもとより日本が世界で生き抜
いていくために不可欠。 

 
○教育課程の編成等                                                

コース制導入に際しては、育成すべき（輩出を求められている）人材像をクリアにし、その人材像に基づき 
コース設定・カリキュラムを検討することが重要。人材像（体得する能力）を明確にすることで、入学者の 
確保、学生の自発的学習意欲の維持など良い面を引き出せるはず。 
ここを間違うと、負の面が強く現れリスクが大きい。 
専攻科での複合領域の工学教育については、複合領域での教育で陥りがちな「広く浅く」ではなく、本科で 
の専門能力をベースに、ウイークポイントを強化して数段階ステップアップする事を目指して欲しい。 
基礎学力の向上を専門と連携して行うことは、学生が学習目的を明確に意識できるため効果が高いので、推 
進して欲しい。 
卒業後を見据えて、自ら考え、意見発信できる技術者としての自覚と自信を涵養する教育について検討して 
いただきたい。 
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○優れた教員の確保                                                
助教などは、採用時点では十分な経験を積んでいるとは言えないため、学内・学科内での若手教員の指導・ 
育成の取り組みを行うことで、高専の教育の本質を良く理解し、また、外部機関等への派遣（短期・中期） 
することで、広い視野をもち技術者教育に熱意を持った教員の育成を目指すべきでは？ 
 

○学生支援・生活支援等                                              
友達と幅広い視点でのコミュニケーションができない若者が増えている。自分に興味のある点と点を結ぶだ 
けのコミュニケーションではなく、コミュニケーションを通じて、新しいものを作り上げる楽しみが芽生え 
る様な環境整備・支援が必要では？ 
 

○研究に関する事項                                                
  技科大 の高専連携プロジェクトに多数応募頂いていますので、教員を通しての共同研究に加えて、大学の 

共同利用設備・施設を積極的に活用していただき、外部資金の獲得につなげられるよう、教員の支援を御願 
いしたいと思います。 
 

○社会との連携や国際交流に関する事項                                       
 ③に関しては、学会等で進めている理科教室（応用物理学会などでは、小中学校教員向けのリメディアル教育
を推進）などと連携することで、ノウハウ、教材・支援内容の共有などを図れば、投入する労力が少なくて成
果が上げられる可能性があるので、検討されては如何か？  

 
  ○そ の 他                                                     
  高校教員も指摘しているが、ゆとり教育を受けた学生は、「ゆとり→甘え」の構図に陥っている。高専での

５年間を通して、自信を持たせる教育を継続することで、外に向かって発信したくない内向き志向の学生
を、外向き（ポジティブ志向、アクティブ志向）に誘導できれば、高専教育の新たな強みを出せるので、検
討していただきたい。 但し、高専の環境は、アットホームになりやすいので、過保護にならないよう教員
側が常に留意することも御願いします。 

 
 

（出典 運営諮問会議報告書） 

 
 

資料 11－３－①－３ 
 
沼津工業高等専門学校平成２２年度年度計画（抜粋） 
 
※赤字表記の部分は、「年度計画意見表」及び「評価シート」による運営諮問会議委員の 
 意見を反映した箇所です。 
 
（1）入学者の確保   
 
  ② 受験生の確保の観点から、静岡県だけでなく高専のない近隣県（神奈川県、山梨県） 
    なども包含し、効果的な入学説明会を実施する。 
       女子学生の志願者確保の観点から、女子在校生及び卒業生の情報を基に、女子中学生を意識した広報誌

及びホームページ（女子の卒業生の情報を意識的に多く盛り込む）などの作成や機構本部作成の女子中学
生向けパンフレットの有効活用を行う。 

 
（２）教育課程の編成等 
 
   ① 産業構造が、環境、エネルギー、福祉、医用等の方向に変化していることを踏まえ、学科の大括り化、

コース制の導入及び新分野の学科の設置・改組・再編・整備等の必要性について、将来検討ＷＧを設置
し、同ＷＧにおいて調査・審議し、９月末日までに検討結果を纏める。 

       また、専攻科では本科で修得した領域工学の能力を基にして、複合領域の工学教育について検討を行
う。科学技術振興調整事業「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」により育成するエンジニ
アが静岡県東部の地域再生計画に貢献する度合を調査しつつ、専攻科における「医用機器開発エンジニア
養成コース」の必要性と可能性について調査する。 

 
   ③  各学年に対応した外部英語試験の実施や、３年の全国高専学習到達度試験「数学」、「物理」への継続

的参加により、該当科目についての修得状況の把握に活用すると共に、試験結果の分析を行い、その結果
を教員ＦＤ研修会等で全教員に周知し、全教員が共通認識を持つことで、専門科目を通じて数学、物理の
力を伸ばすべく連携を図るなど、教育改善に役立てる。 

       英語力のレベルを学年の推移を追って客観的に把握しやすくするため、1,2 年生で TOEIC Bridge テス
ト、3,4 年生で TOEIC IP テストを全学生が受験する体制を整え実行する。 

 
   ⑥ 校外清掃などの体験活動を積極的に推進していく。また、学外における地域のイベント・出前授業等、

ボランティア活動への参加を推進するとともに取り組みを支援する。 
      工場見学など生産現場を見学する機会に、実際の社会での「清掃」の重要性を学ぶ場を増やすよう努力

する。 
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 （３）優れた教員の確保 
 
   ⑤  年度当初に計画した学内教員ＦＤ研修会（年４回開催 - 5 月,7 月,10 月,12 月）を実施し、教員個々の

教育力向上に資するための取組を積極的に展開すると共に、教員同士の授業参観等を新たに企画し実施す
る等、教員の意識改革・自己啓発を促す学内システムの構築を図る。 

 
 （４）教育の質の向上及び改善のためのシステム 
 
   ②  平成２１年度に受審したＪＡＢＥＥの継続審査の結果を踏まえ、学習教育目標の達成度評価方法の明瞭

化等、「総合システム工学」プログラムの教育システムの一層の改善を図る。また、実施している複合領
域の科目について、その教育効果に関する評価を行う。 

     引き続き、取得可能な資格を調査し、カリキュラムとの対応について検討する。 
 
   ⑨  e-ラーニングについては、現行の Blackboard からフリーソフトのシステムヘ移行するため、ソフトウ

ェア及びハードウェアの変更と更新を行う。高専ＩＴ教育コンソーシアムの教材の活用は継続して検討し
つつ、他の利用可能なコンテンツの調査を進め、学内 e-ラーニングコンテンツの充実に努める。 

 
 （５）学生支援・生活支援 
 
   ①  昨年度に引き続き、メンタルヘルスに関する学生支援、キャンパスハラスメント、AED を含む救命救急

に関する講習会等を継続して実施する。独立行政法人日本学生支援機構の主催する学生支援、就職・キャ
リア支援等の研修会やメンタルヘルス研究協議会に教員を派遣して学生支援体制の充実に努める。 

      すべての教員を対象としたメンタルヘルス講習を教員 FD にて実施する。 
     「友人づくり支援」を念頭に１年生、３年生の宿泊研修を活用する。 
 
 （６）教育環境の整備・活用  
 
   ③  現在行っている安全衛生管理のための年二回の講習会を継続して実施する。 
      安全衛生に関する資格等取得者のデータベース化を図り、それに基づき、外部の各種講習会に教職員を

積極的に派遣する。 
 
 ３ 社会との連携、国際交流等に関する事項 
 
   ③  近隣市町村の教育委員会との連携を深め、中学校理科教員への支援などの方策を検討する。 
 
   ⑥  国際交流推進のため、海外の教育機関との学術交流協定締結を目的とした調査を行う。さらに学生の海

外インターンシップの可能性を探るための調査を行う。 
      学生の語学研修や異文化交流体験事業を積極的に推進するという観点から、イギリスにて語学研修を実

施する。 
 
   ⑦  昨年度に引き続き、機構の募集する海外インターンシップなどに積極的に応募するよう学生を指導す

る。 
 
 

(出典 本校公式ウェブサイト) 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

     外部有識者等の意見を適切な形で管理運営に反映させている。  

外部評価機関である「運営諮問会議」を開催し，外部有識者から学校の運営全般に渡っての意

見・提言を受けている他，年度計画策定時及び自己点検評価表作成時においても外部有識者から

意見聴取を行う等，積極的に外部有識者の意見を取り入れ，また，それらの意見を反映し，実際

の学校運営の改善に役立てるシステムを構築している。 
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観点11－３－②： 学校の目的を達成するために，外部の教育資源を積極的に活用しているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では，外部の教育資源の積極的な活用に関して，様々な取組を行っている。高等教育機関

との連携協定は地元の静岡大学をはじめ東京工業大学とも締結し（資料11－３－②－１），両大

学の理事を招いて講演会を行う等，積極的に交流を図っている。また，実社会で技術者としての

豊富な経験を持つ企業技術者等の協力を得て行う共同教育の一環として実施している「ものづく

りステップアップ実践プログラム」（資料11－３－②－２）を平成20年度から開講し，学生に対

する教育効果を上げている他、企業で人材育成の経験を積んだ本校ＯＢをキャリアコーディネー

タとして委嘱し、学生キャリア支援室を本年７月１日から発足させ、更なるキャリア支援業務の

体制強化を図ることとした（資料11－３－②－３）。その他に，地元沼津市の「緑の分権改革」

推進事業「エコタウンづくり」（総務省委託事業）（資料11－３－②－４）や沼津商工会議所と

連携した「ものづくり人材能力開発事業」（資料11－３－②－５）等に積極的に参画し，科学技

術振興調整費採択事業「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」（資料11－３－②－

６）を主宰する等，地元産業界の活性化に寄与する取組等の共同教育事業を積極的に推進してお

り，多様な連携による共同教育の更なる充実に向けて事業展開を図っている。産学連携も積極的

に取り組んでおり，企業との共同研究においては，平成21年度の実績では，受入件数及び受入金

額とも全国高専第２位と実績を上げている(資料11－３－②－７）。また，本校の学生による学

外における地域のイベント参加・校外清掃等の体験活動・特別支援学校の催事支援等のボランテ

ィア活動等を積極的に推進するなど，外部の教育資源の積極的な活用を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



沼津工業高等専門学校 基準11 

659 

資料11－３－②－１ 

大学との包括協定書事例 
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（出典 大学との教育研究交流に関する包括協定書写） 
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資料11－３－②－２ 

ものづくりステップアップ実践プログラム内容 
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 （出典 学生課作成資料） 
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資料11－３－②－３ 

沼津工業高等専門学校学生キャリア支援室規則 

 

○沼津工業高等専門学校学生キャリア支援室規則 

（平成23.6.8制定） 

（設置） 

第１条  沼津工業高等専門学校に、学生キャリア支援室（以下「支援室」という。）を置く。 

（業務） 

第２条  支援室は、次に掲げる業務を行う。 

（１）学生のキャリア支援及び職業意識の啓発の総括に関すること。 

（２）ガイダンス等就職支援事業に関すること。 

（３）学生のキャリア相談への対応に関すること。（各学科において対応するものを除く。） 

（４）学生の就職（インターンシップを含む。）に係る資料収集、整理及び分析に関すること。 

（組織） 

第３条  支援室は、次に掲げる支援室員で組織する。 

（１）室長 

（２）各学科及び専攻科就職担当教員  各１名 

（３）キャリアコーディネーター 

（４）キャリアカウンセラー 

（５）その他室長が必要と認めた者 

（任期） 

第４条  前条第２号及び第５号に掲げる者の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任者

の任期は、前任者の残任期間とする。 

（室長） 

第５条  支援室の室長は、校長補佐（学生主事）をもって充てる。 

２ 室長に事故あるときは、あらかじめ室長の指名した学生主事補がその職務を代行する。 

（任務） 

第６条  室長は、支援室の業務を統括する。 

２  室長以外の支援室員は、室長の命を受け、支援室の業務に従事する。 

（報告及び協力） 

第７条  室長は、必要に応じて運営状況を校長に報告する。 

２  支援室員は、必要に応じて関係教職員に協力を求めることができる。 

（事務） 

第８条  支援室の事務は、学生課において処理する。 

（雑則） 

第９条  この規則に定めるもののほか、支援室の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

      附  則 

  この規則は、平成２３年７月１日から施行する。 

（出典 本校規則集） 
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資料 11－３－②－４ 

沼津市の「緑の分権改革」推進事業「エコタウンづくり」（総務省委託事業） 

 

（出典 沼津市「エコタウンづくり」事業資料） 



沼津工業高等専門学校 基準11 

665 

資料11－３－②－５ 

ものづくり人材養成開発事業内容 

 

（出典 ものづくり人材養成開発事業リーフレット） 
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資料11－３－②－６ 

富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム事業内容

 

（出典 富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム事業リーフレット） 
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資料11－３－②－７ 

沼津高専における産学官連携活動状況 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由）  

外部の教育資源の活用という観点では，企業技術者を活用した「ものづくりステップアップ実

践プログラム」により教育効果の高揚を図る等の実践例を挙げているとおり，本校は，静岡県を

はじめ地元市町村，商工会議所，高等教育機関及び地元企業等との連携を強く持ち，多様な連携

による共同教育の取組を実践しており，今後も更なる充実に向けた事業展開を図っている。その

他，産学連携や地域の催事・多様な交流体験等にも積極的に取り組んでおり，学校の目的を達成

するために，外部の教育資源を積極的に活用している。 

 

 

観点11－４－①： 高等専門学校における教育研究活動等の状況や，その活動の成果に関する情報

を広くわかりやすく社会に発信しているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の教育研究活動等の状況については，学校教育法第113条及び第115条に基づき，本校公式

ウェブサイトへ掲載することにより公表されている。学校教育法の改正を踏まえ，本校の教育研

究活動等の状況をより分かりやすく公表するという観点から、公式ウェブサイトのトップページ

に「情報公表」のバナーを新設し、そこから容易に内容を確認出来るよう工夫をするとともに、

施行規則第172条の２に規定されている項目については，学校概要，高専の目的，教育理念，組

織，施設等の基本事項及び学科案内や入試案内等の情報を掲載し，広く分かりやすく一般社会に

発信している（資料11－４－①－１）。また，最新情報については，公式ウェブサイトのトップ

ページに『NEW TOPICS』として掲載し，常に新しい情報について，簡単にアクセスできるよう工

夫をしている（資料11－４－①－２）。 

更に，ウェブサイトによる情報発信だけでなく，新聞・テレビ等のマスメディアへの情報提供

も積極的に行っており，本校の教育研究活動の状況・各種行事・イベント等の本校関連の情報に

ついては，事前に記者クラブ等に説明文書を配布し，テレビ放映及び新聞記事等への記事掲載依

頼を行う等広く一般社会への情報発信に努めている（資料11－４－①－３）。また，研究活動に

おいては，本校教員の「研究・技術シーズ集」（資料11－４－①－４）や「地域共同テクノセン

ターニュース」（資料11－４－①－５）を刊行し，地元企業をはじめ，共同研究先企業に配布し

たり，各種イベントの際に配布する等，情報提供を活発に行い，地元企業からも好評を得ており，

技術相談や共同研究の件数の増加にも結び付いている。 
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資料11－４－①－１ 

沼津工業高等専門学校公式ウェブサイト 情報公表ページ 

 
（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料11－４－①－２ 

沼津工業高等専門学校公式ウェブサイト トップページ(NEW TOPICS) 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料11－４－①－３ 

新聞記事掲載内容例 
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（出典         ） 
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資料11－４－①－４ 

沼津工業高等専門学校 研究・技術シーズ集事例 

 

（出典 本校 研究・技術シーズ集） 
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資料11－４－①－５ 

地域共同テクノセンターニュース表紙 

 

（出典 地域共同テクノセンターニュース第６号） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の教育研究活動の状況については，学校教育法に基づき，主に本校公式ウェブサイトに掲

載し，広く一般社会に情報発信している。また，積極的な情報発信手段として，ウェブサイトだ

けでなく新聞等のマスメディアにも情報発信を行っている他，本校の研究シーズ集発行等，研究

に関する資料も作成し情報発信する等，活動の成果に関する情報を広くわかりやすく社会に発信

している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校においては，「社会と共に次世代の技術者を育成する」という共同教育に力を入れており，

静岡県をはじめ地元市町村，商工会議所及び地元企業等との連携を強く持ち，多様な連携による

共同教育の取組を実践しており，今後も更なる充実に向けた事業展開を図っている。 

外部評価については，自己点検・評価の検証も含め，運営諮問会議等を通じて，各委員からの

意見及び提案を積極的に取り入れ，それらの提案を次年度の年度計画に反映させる等，継続的に

改善を行うための体制整備を図っている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

本校では，校長，副校長，校長補佐及び各種委員会等の役割が明確に規定されており，学校の

目的を達成するために，各種委員会等で検討・提案された事項は運営会議で審議された上で，最

高意志決定機関である総務委員会に諮られ決定されており，校長のリーダーシップの下で，効果

的な意思決定が行える体制となっている。管理運営に関する各種委員会及び事務組織等において

も，その役割を規定に定め，適切に役割を分担し，効果的な運営がなされている。また，危機管

理については，あらゆる危機管理に組織的に対応するための危機管理規則を定め，各部局の役割

分担等を明記した危機管理対応マニュアルを作成する等，危機管理に係る体制整備を図っている。 

自己点検・評価については，教育・研究・学生支援・社会連携・管理運営等学校全般に渡って

の具体的な目標を定めた年度計画の項目に沿って，その達成状況に基づき行われており，総合的

な観点からの適切な自己点検・評価を行っている。また，その結果を次年度の年度計画に反映さ

せ，継続的に改善を行うための体制が整備されている他，同結果については，本校公式ウェブサ

イト等により広く一般に公表している。 

外部評価については，外部評価機関である「運営諮問会議」を開催し，外部有識者から学校の

運営全般に渡っての意見・提言を受けている他，年度計画策定時及び自己点検評価表作成時にお

いても外部有識者から意見聴取を行う等，積極的に外部有識者の意見を取り入れ，また，それら

の意見を反映し，実際の学校運営の改善に役立てるシステムを構築している。 

本校は，静岡県をはじめ地元市町村，商工会議所，高等教育機関及び地元企業等との連携を強

く持ち，多様な連携による共同教育の取組を実践しており，今後も更なる充実に向けた事業展開

を図っている。その他，産学連携や地域の催事・多様な交流体験等にも積極的に取り組んでおり，

学校の目的を達成するために，外部の教育資源を積極的に活用している。 
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最後に，本校の教育研究活動の状況については，学校教育法に基づき，主に本校公式ウェブサ

イトに掲載し，広く一般社会に情報発信している。また，積極的な情報発信手段として，ウェブ

サイトだけでなく新聞等のマスメディアにも情報発信を行っている他，本校の研究シーズ集発行

等，研究に関する資料も作成し情報発信する等，活動の成果に関する情報を広くわかりやすく社

会に発信している。 

 


